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名

称

区

域

高
瀬
川
流
域
ふ
る
さ

と
の
森
と
川
と
海
保

全
地
域

一

森
林

１

上
北
郡
七
戸
町
字
東
天
間
舘
国
有
林
一
四
〇
八
林
班
の
内
、

一
四
一
〇
林
班
の
内
、
一
四
一
二
林
班
の
内
、
一
四
一
四
林
班

の
内
、
一
四
一
五
林
班
、
一
四
一
六
林
班
、
一
四
一
九
林
班
、

一
四
二
一
林
班
、
一
四
二
三
林
班
の
内
及
び
一
四
二
四
林
班
の

内
２

上
北
郡
七
戸
町
字
中
天
間
舘
国
有
林
一
四
〇
九
林
班
の
内
、

一
四
一
一
林
班
の
内
、
一
四
一
三
林
班
の
内
、
一
四
二
八
林
班

の
内
、
一
四
三
〇
林
班
の
内
、
一
四
三
一
林
班
、
一
四
三
二
林

班
、
一
四
三
四
林
班
の
内
、
一
四
三
五
林
班
の
内
、
一
四
三
七

林
班
の
内
、
一
四
三
八
林
班
の
内
及
び
一
四
四
一
林
班
の
内

３

上
北
郡
七
戸
町
字
南
天
間
舘
国
有
林
一
四
一
七
林
班
の
内
、

一
四
一
八
林
班
、
一
四
二
〇
林
班
の
内
、
一
四
二
二
林
班
の
内
、

一
四
三
九
林
班
の
内
、
一
四
四
〇
林
班
の
内
、
一
四
四
二
林
班

の
内
、
一
四
四
三
林
班
の
内
、
一
四
四
四
林
班
の
内
、
一
四
四

五
林
班
の
内
、
一
四
四
六
林
班
の
内
、
一
四
四
七
林
班
の
内
及

び
一
四
四
八
林
班

４

上
北
郡
七
戸
町
字
北
天
間
舘
国
有
林
一
四
二
六
林
班
の
内
、

一
四
二
七
林
班
の
内
、
一
四
二
九
林
班
の
内
、
一
四
三
三
林
班

の
内
、
一
四
三
六
林
班
の
内
、
一
四
四
九
林
班
の
内
、
一
四
五

〇
林
班
の
内
、
一
四
五
一
林
班
、
一
四
五
二
林
班
の
内
、
一
四

五
三
林
班
の
内
及
び
一
四
五
四
林
班
の
内

５

上
北
郡
七
戸
町
字
七
戸
深
山
国
有
林
一
五
〇
六
林
班
の
内
、

一
五
〇
七
林
班
の
内
、
一
五
〇
八
林
班
の
内
、
一
五
〇
九
林
班

の
内
、
一
五
一
〇
林
班
の
内
、
一
五
一
一
林
班
の
内
、
一
五
一

二
林
班
の
内
、
一
五
一
三
林
班
、
一
五
一
四
林
班
の
内
、
一
五

一
五
林
班
の
内
、
一
五
一
六
林
班
の
内
、
一
五
一
七
林
班
の
内
、

一
五
一
八
林
班
の
内
、
一
五
一
九
林
班
の
内
、
一
五
二
〇
林
班

の
内
、
一
五
二
一
林
班
の
内
、
一
五
二
二
林
班
、
一
五
二
三
林

班
の
内
及
び
一
五
二
六
林
班
の
内

６

三
沢
市
民
有
林
一
七
林
班
の
内

７

上
北
郡
七
戸
町
民
有
林
七
二
林
班
、
七
三
林
班
、
七
四
林
班
、

七
五
林
班
、
七
六
林
班
、
七
七
林
班
、
七
八
林
班
、
八
〇
林
班

の
内
、
八
二
林
班
の
内
、
八
三
林
班
、
八
四
林
班
、
八
九
林
班
、

九
〇
林
班
の
内
、
一
〇
四
林
班
、
一
〇
五
林
班
及
び
一
〇
九
林

班
の
内

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
	



�
�
	


�
�
�
�
�
�
�



( )青 森 県 報平成19年10月26日 金曜日 号外第85号 2

８

上
北
郡
東
北
町
民
有
林
一
七
四
の
一
林
班
の
内

９

上
北
郡
六
ケ
所
村
民
有
林
四
五
林
班
の
内
及
び
四
九
の
二
林

班
の
内

10

上
北
郡
七
戸
町
字
志
茂
川
原
一
七
八
、
二
〇
八
、
二
二
四
、

二
三
五
、
二
四
五
、
二
四
六
、
二
四
九
、
二
五
五
、
二
五
六
、

二
六
〇
及
び
二
六
二
の
一

11

上
北
郡
東
北
町
字
熊
堂
三
の
四
並
び
に
同
郡
同
町
字
沼
添
左

ノ
平
一
の
四
及
び
一
の
八
七

二

河
川

１

高
瀬
川

(

小
川
原
湖
及
び
七
戸
川
を
含
む
。)

の
区
域
の
う

ち
、
長
坂
川
と
の
合
流
点
か
ら
海
に
至
る
場
所

２

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次

結
ぶ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

�

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
平
沼
字
道
ノ
下
七
九
の
南
端
を
基

点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
二
百
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
六
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
五
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
二
百
九
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
西
方
向
に
百
三
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地

点
�

�
か
ら
南
西
方
向
に
三
百
八
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
南
西
方
向
に
三
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

３

市
柳
沼
の
区
域

４

市
柳
川
の
区
域
の
う
ち
、
市
柳
沼
か
ら
の
流
出
点
か
ら
高
瀬

川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

５

田
面
木
沼
の
区
域

６

前
川
の
区
域
の
う
ち
、
田
面
木
沼
か
ら
の
流
出
点
か
ら
高
瀬

川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

７

高
瀬
川
放
水
路
の
区
域
の
う
ち
、
高
瀬
川
か
ら
の
分
派
点
か

ら
海
に
至
る
場
所

８

三
沢
市
大
字
三
沢
字
庭
構
地
内
に
あ
る
仏
沼
幹
線
用
水
路
と

農
道
仏
沼
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
に
し
、
同
所
か
ら
同
農
道

を
南
東
に
進
み
農
道
仏
沼
四
号
線
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

農
道
仏
沼
四
号
線
を
北
東
に
進
み
同
農
道
分
岐
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
北
西
に
進
み
仏
沼
幹
線
用
水
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
用
水
路
を
北
東
に
進
み
同
用
水
路
北
端
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
用
水
路
を
南
東
に
進
み
同
用
水
路
東
端
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
用
水
路
を
南
西
に
進
み
同
用
水
路
南
端
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
用
水
路
を
北
西
に
進
み
農
道
仏
沼
一
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に

よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

９

内
沼
の
区
域

10

小
田
内
沼
の
区
域

11

姉
沼
川

(

姉
沼
を
含
む
。)

の
区
域
の
う
ち
、
上
北
郡
六
戸

町
大
字
犬
落
瀬
字
内
金
矢
地
先
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

12

古
間
木
川
の
区
域
の
う
ち
、
上
北
郡
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字

堀
切
沢
地
先
か
ら
姉
沼
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

13

砂
土
路
川
の
区
域
の
う
ち
、
五
十
貫
田
川
と
の
合
流
点
か
ら

高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

14

花
切
川
の
区
域
の
う
ち
、
上
北
郡
東
北
町
大
字
上
野
字
北
谷

地
地
先
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

15

土
場
川
の
区
域
の
う
ち
、
岩
渡
沢
と
の
合
流
点
か
ら
高
瀬
川

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

16

赤
川
の
区
域
の
う
ち
、
袖
ノ
沢
と
の
合
流
点
か
ら
高
瀬
川
へ

の
合
流
点
ま
で
の
区
域

17

坪
川
の
区
域
の
う
ち
、
上
北
郡
七
戸
町
字
中
天
間
舘
国
有
林

一
四
三
〇
林
班
ろ
一
小
班
地
先
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
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の
区
域

18

中
野
川
の
区
域
の
う
ち
、
木
戸
沢
と
の
合
流
点
か
ら
坪
川
へ

の
合
流
点
ま
で
の
区
域

19

小
坪
川
の
区
域
の
う
ち
、
上
北
郡
七
戸
町
字
東
天
間
舘
国
有

林
一
四
一
二
林
班
る
小
班
地
先
か
ら
坪
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の

区
域

20

作
田
川
の
区
域
の
う
ち
、
松
ヶ
沢
と
の
合
流
点
か
ら
高
瀬
川

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

21

大
作
沢
川
の
区
域
の
う
ち
、
北
ノ
又
沢
と
の
合
流
点
か
ら
作

田
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

三

海
岸

１

む
つ
小
川
原
港
海
岸

�

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
鷹
架
及
び
同
郡
同
村
大
字
平
沼
字

道
ノ
下
国
有
林
一
一
三
四
林
班
及
び
一
一
三
五
林
班
の
内

�

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
鷹
架
字
道
ノ
下
一
〇
三
一
、
一
〇

三
二
、
一
〇
三
三
の
一
、
一
〇
三
三
の
三
、
一
〇
三
三
の
五
、

一
〇
四
八
、
一
〇
六
二
、
一
二
〇
二
及
び
一
二
〇
三
の
一
並

び
に
同
郡
同
村
大
字
平
沼
字
道
ノ
下
八
〇
、
八
一
及
び
八
二

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
	
、


、
�
、
�
及
び
�

の
点
を
順
次
結
ぶ
線
に
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ
し
、

前
記
１
む
つ
小
川
原
港
海
岸
�
及
び
�
の
区
域
並
び
に
上
北

郡
六
ケ
所
村
大
字
鷹
架
字
道
ノ
下
一
〇
三
三
の
四
、
一
〇
五

〇
、
一
三
八
五
及
び
一
三
八
六
並
び
に
同
字
地
先
に
あ
る
河

川
保
全
地
域
を
除
く
。

�

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
平
沼
字
道
ノ
下
七
九
の
北
東
端

を
基
点
と
し
て
、
南
東
方
向
に
三
百
六
十
メ
ー
ト
ル
進
ん

だ
延
長
線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
二
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
か
ら
北
方
向
に
千
二
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
鷹
架
字
道
ノ
下
一
〇
三
三
の
五

の
南
東
端
を
基
点
と
し
て
、
南
東
方
向
に
千
百
六
十
五
メ
ー

ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点
か
ら
東
方
向
に
七
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ

延
長
線
の
地
点

	

�
の
基
点




上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
鷹
架
字
道
ノ
下
一
二
〇
二
と
同

字
一
〇
三
一
の
境
界
線
の
東
端

�

上
北
郡
六
ケ
所
村
大
字
平
沼
字
道
ノ
下
八
〇
と
同
字
八

一
の
境
界
線
の
西
端

�

�
の
基
点
か
ら
北
方
向
に
三
百
三
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ

延
長
線
の
地
点

２

天
ケ
森
海
岸

次
の
�
、
�
、
�
、

及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
に
囲
ま

れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
沢
市
大
字
天
ケ
森
字
天
ケ
森
一
三
の
七
の
南
東
端
を
基

点
と
し
て
、
東
方
向
に
二
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
東
方
向
に
二
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
方
向
に
千
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地

点


�
か
ら
北
西
方
向
に
二
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

３

砂
森
海
岸

�

三
沢
市
大
字
三
沢
字
濱
通
国
有
林
一
五
五
林
班
の
内

�

三
沢
市
大
字
三
沢
字
浜
通
八
九
一
、
八
九
二
の
一
及
び
一

四
三
五

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
	
、


、
�
、
�
、
�
及

び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
に
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ

し
、
前
記
３
砂
森
海
岸
�
及
び
�
の
区
域
並
び
に
三
沢
市
大

字
三
沢
字
浜
通
一
四
五
の
八
〇
の
区
域
を
除
く
。

�

三
沢
市
大
字
三
沢
字
浜
通
八
九
一
の
南
東
端



( )

公

告

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
関
す
る
計
画
の
公
表

青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
三
年
十
二
月
青
森

県
条
例
第
七
十
一
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
瀬
川
流
域
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
保
全

地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
関
す
る
計
画
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
二
十
六
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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�

�
か
ら
東
方
向
に
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
方
向
に
千
八
百
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点

�

三
沢
市
大
字
三
沢
字
浜
通
八
九
二
の
一
の
北
東
端
を
基

点
と
し
て
、
東
方
向
に
四
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
か
ら
南
方
向
に
千
百
八
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

三
沢
市
大
字
三
沢
字
濱
通
国
有
林
一
五
五
林
班
り
小
班

と
同
市
同
大
字
字
浜
通
八
九
一
の
境
界
線
の
東
端
を
基
点

と
し
て
、
北
東
方
向
に
六
百
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点

�

�
の
基
点

	

�
か
ら
南
東
方
向
に
六
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点




	
か
ら
南
東
方
向
に
二
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例

高
瀬
川
流
域
保
全
計
画

平
成
19
年
10
月

青
森

県
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の
特
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の
他
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さ
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と
川
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項
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要
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高
瀬
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域
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３
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・
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概
要

5

４
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文
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概
要
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５
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項
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第
１
保
全
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
特
質
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に

関
す
る
基
本
的
事
項

１
高
瀬
川
流
域
の
概
要

流
域
は
､
２
市
４
町
１
村
か
ら
な
り
､
中
・
下
流
域
に
は
青
森
県
上
十
三
地
域
の
拠
点
で
あ
る

十
和
田
市
､
三
沢
市
を
擁
し
､
こ
の
地
域
の
社
会
・
経
済
・
文
化
の
基
盤
を
成
し
て
い
る
｡
そ
の

形
状
は
東
西
に
42㎞
､
南
北
に
32㎞
の
台
形
と
な
っ
て
お
り
､
西
側
を
八
甲
田
山
系
の
七
十
森
山

(標
高
885.5ｍ

)､
折
紙
山
(標
高
920.6ｍ

)､
三
角
岳
(標
高
753ｍ

)等
の
山
々
に
､
東
側
を
流
域

の
中
心
を
成
す
小
川
原
湖
を
含
め
た
湖
沼
群
に
囲
ま
れ
て
い
る
｡

高
瀬
川
は
､
青
森
県
南
東
部
の
太
平
洋
側
に
位
置
し
､
そ
の
源
を
八
甲
田
山
系
の
八
幡
岳
(標

高
1,020ｍ

)に
発
し
東
流
し
て
七
戸
町
で
作
田
川
､
東
北
町
で
坪
川
､
赤
川
等
の
支
川
を
合
わ
せ

小
川
原
湖
に
至
り
､
砂
土
路
川
､
土
場
川
､
姉
沼
川
等
の
支
川
を
湖
内
に
集
め
､
小
川
原
湖
の
北

部
か
ら
太
平
洋
に
注
ぐ
､
流
路
延
長
104㎞

(う
ち
河
川
法
に
基
づ
く
指
定
区
間
延
長
67.3㎞

)､
流
域
面
積
867�

の
一
級
水
系
の
河
川
で
あ
る
｡

河
床
勾
配
で
は
､
小
川
原
湖
に
流
入
す
る
ま
で
の
高
瀬
川
の
河
床
勾
配
は
約
1/50～

1/2,000で
あ
り
､
上
流
域
の
急
流
か
ら
中
・
下
流
域
の
緩
流
へ
と
変
化
す
る
｡
ま
た
､
小
川
原
湖
か
ら
下
流

域
の
高
瀬
川
は
太
平
洋
と
の
水
位
差
が
な
く
､
河
床
勾
配
は
約
1/30,000と

ほ
ぼ
水
平
で
､
湖
水

位
よ
り
河
口
潮
位
が
高
い
時
は
海
水
が
高
瀬
川
を
逆
流
す
る
こ
と
か
ら
､
小
川
原
湖
は
微
汽
水
性

の
湖
沼
と
な
っ
て
い
る
｡

小
川
原
湖
を
は
じ
め
､
市
柳
沼
､
田
面
木
沼
な
ど
の
周
辺
の
小
川
原
湖
湖
沼
群
は
､
希
少
種
､

固
有
種
等
が
生
息
・
生
育
し
て
お
り
､
ま
た
多
様
な
生
物
相
を
有
し
て
い
る
こ
と
､
特
定
の
種
の

個
体
群
の
比
率
割
合
な
ど
か
ら
､
環
境
省
の
｢日
本
の
重
要
湿
地
500｣

に
選
定
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
河
口
部
の
ラ
グ
ー
ン
や
干
潟
､
塩
沼
湿
地
に
は
多
様
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
な
ど

独
特
の
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
お
り
､
高
瀬
川
流
域
を
特
徴
付
け
る
地
形
と
な
っ
て
い
る
｡

小
川
原
湖
は
､
流
域
の
中
で
代
表
的
な
水
域
で
あ
り
､
湖
の
安
定
的
な
微
汽
水
の
環
境
は
､
上

流
河
川
か
ら
の
淡
水
流
入
量
と
下
流
高
瀬
川
か
ら
の
塩
水
侵
入
量
の
バ
ラ
ン
ス
及
び
湖
口
マ
ウ
ン

ド
(浅
水
域
)
や
下
流
高
瀬
川
の
河
道
形
状
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
｡
流
域
で
の
流
量
は
､
夏

季
の
渇
水
期
に
減
少
す
る
も
の
の
下
流
部
の
小
川
原
湖
で
は
大
き
な
水
位
の
低
下
が
生
じ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
､
汽
水
環
境
へ
の
影
響
は
少
な
い
｡

小
川
原
湖
及
び
高
瀬
川
で
は
古
く
か
ら
漁
業
が
盛
ん
で
､
特
に
小
川
原
湖
の
シ
ラ
ウ
オ
､
ワ
カ

サ
ギ
な
ど
は
全
国
有
数
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
｡

地
質
で
は
､
山
地
部
は
第
三
紀
の
安
山
岩
､
流
紋
岩
等
と
火
山
噴
出
部
で
覆
わ
れ
､
平
地
部
は

第
四
紀
の
沖
積
層
・
洪
積
層
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
｡

高
瀬
川
水
系
の
横
断
工
作
物
は
､
大
規
模
な
も
の
と
し
て
は
､
高
瀬
川
及
び
作
田
川
の
上
流
部

に
防
災
用
の
和
田
ダ
ム
・
作
田
ダ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
｡
ま
た
､
坪
川
上
流
部
に
は
灌
漑
・
防
災

用
の
天
間
ダ
ム
が
あ
る
｡
坪
川
､
中
野
川
､
砂
土
路
川
の
中
・
下
流
部
に
は
頭
首
工
が
設
置
さ
れ

て
い
る
｡
そ
の
他
に
は
､
高
瀬
川
を
は
じ
め
高
瀬
川
水
系
の
上
・
中
流
域
の
各
所
に
砂
防
堰
堤
が

設
置
さ
れ
て
い
る
｡

高
瀬
川
流
域
の
森
林
区
域
は
､
高
瀬
川
上
流
部
の
八
甲
田
山
系
東
部
斜
面
の
七
戸
地
区
及
び
坪

川
上
流
部
の
八
甲
田
山
東
山
麓
地
区
に
位
置
し
､
ブ
ナ
､
ヒ
バ
等
の
天
然
林
及
び
ス
ギ
・
カ
ラ
マ

ツ
等
の
人
工
林
か
ら
成
っ
て
い
る
｡
両
地
区
と
も
防
災
・
灌
漑
用
ダ
ム
や
国
道
・
県
道
等
の
公
共

施
設
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
ほ
ぼ
全
域
が
水
源
か
ん
養
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡

高
瀬
川
水
系
の
整
備
状
況
で
は
､
県
管
理
の
中
・
下
流
域
の
河
川
の
護
岸
等
は
災
害
復
旧
工
事

等
に
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
た
も
の
の
､
未
改
修
部
分
の
流
下
能
力
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
､
河
川

改
修
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
国
管
理
の
下
流
域
の
小
川
原
湖
で
は
､
湖
岸
堤
の
整
備
が

約
６
割
と
な
っ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
中
・
下
流
部
の
河
川
公
園
で
は
､
自
然
石
に
よ
る
護
岸
工
等

の
多
自
然
川
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

１
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２
高
瀬
川
流
域
の
保
全
地
域

高
瀬
川
流
域
に
お
け
る
保
全
地
域
は
､
自
然
環
境
が
優
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
る
区
域
の
う

ち
､
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
上
で
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
区
域
と
し
て
､
自
然
環
境
が
優

れ
て
い
る
こ
と
､
多
様
な
動
植
物
や
希
少
な
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
こ
と
､
地
域
住
民
と
の

関
わ
り
が
深
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
､
下
記
の
区
域
を
保
全
地
域
と
し
て
指
定
す
る
｡

表
１
高
瀬
川
流
域
保
全
地
域

２

保
全
地
域

森
林

下
記
の
国
有
林
及
び
民
有
林
に
含
ま
れ
る
主
な
｢水
土
保
全
林
｣
及
び
｢森
林
と
人

と
の
共
生
林
｣
と
森
林
公
園
の
区
域

＜
国
有
林
＞

(東
天
間
舘
)
1408林

班
の
内
､1410林

班
の
内
､1412林

班
の
内
､1414林

班
の
内
､

1415林
班
､
1416林

班
､1419林

班
､1421林

班
､1423林

班
の
内
､14

24林
班
の
内

(中
天
間
舘
)
1409林

班
の
内
､1411林

班
の
内
､1413林

班
の
内
､1428林

班
の
内
､

1430林
班
の
内
､
1431林

班
､1432林

班
､1434林

班
の
内
､1435林

班
の
内
､1437林

班
の
内
､1438林

班
の
内
､1441林

班
の
内

(南
天
間
舘
)
1417林

班
の
内
､1418林

班
､1420林

班
の
内
､1422林

班
の
内
､1439

林
班
の
内
､1440林

班
の
内
､1442林

班
の
内
､1443林

班
の
内
､1444

林
班
の
内
､1445林

班
の
内
､1446林

班
の
内
､1447林

班
の
内
､1448

林
班

(北
天
間
舘
)
1426林

班
の
内
､1427林

班
の
内
､
1429林

班
の
内
､1433林

班
の
内
､

1436林
班
の
内
､1449林

班
の
内
､1450林

班
の
内
､1451林

班
､1452

林
班
の
内
､1453林

班
の
内
､1454林

班
の
内

(七
戸
深
山
)
1506林

班
の
内
､1507林

班
の
内
､1508林

班
の
内
､1509林

班
の
内
､

1510林
班
の
内
､1511林

班
の
内
､1512林

班
の
内
､1513林

班
､1514

林
班
の
内
､1515林

班
の
内
､1516林

班
の
内
､
1517林

班
の
内
､151

8林
班
の
内
､1519林

班
の
内
､1520林

班
の
内
､1521林

班
の
内
､152

2林
班
､1523林

班
の
内
､1526林

班
の
内

(道
ノ
下
)
1134林

班
(再
掲
)､1135林

班
の
内
(再
掲
)

(濱
通
)
155林

班
の
内
(再
掲
)

＜
民
有
林
＞

(七
戸
町
)
72林
班
､
73林
班
､
74林
班
､
75林
班
､
76林
班
､
77林
班
､
78林

班
､
80林
班
の
内
､
82林
班
の
内
､
83林
班
､
84林
班
､
89林
班
､

90林
班
の
内
､
104林

班
､105林

班
､
109林

班
の
内

(東
北
町
)
174-1林

班
の
内

(三
沢
市
)
2-1林

班
の
内
(再
掲
)､
3林
班
の
内
(再
掲
)､
17林
班
の
内

(六
ケ
所
村
)
36-3林

班
の
内
(再
掲
)､
45林
班
の
内
､
49-2林

班
の
内

＜
森
林
公
園
＞

七
戸
町
森
林
公
園
と
東
北
町
わ
か
さ
ぎ
公
園
の
区
域

３

保
全
地
域

河
川

１
高
瀬
川
(小
川
原
湖
及
び
七
戸
川
を
含
む
｡
)
の
区
域
の
う
ち
､
長
坂
川
と
の
合

流
点
か
ら
海
に
至
る
場
所

２
高
瀬
川
河
口
部
左
岸
の
干
潟
の
区
域

３
市
柳
沼
の
区
域

４
市
柳
川
の
区
域
の
う
ち
､
市
柳
沼
か
ら
の
流
出
点
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

５
田
面
木
沼
の
区
域

６
前
川
の
区
域
の
う
ち
､
田
面
木
沼
か
ら
の
流
出
点
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

７
高
瀬
川
放
水
路
の
区
域
の
う
ち
､
高
瀬
川
か
ら
の
分
派
点
か
ら
海
に
至
る
場
所

８
仏
沼
の
区
域

９
内
沼
の
区
域

10
小
田
内
沼
の
区
域

11
姉
沼
川
(姉
沼
を
含
む
｡
)
の
区
域
の
う
ち
､
上
北
郡
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字
内

金
矢
地
先
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

12
古
間
木
川
の
区
域
の
う
ち
､
上
北
郡
六
戸
町
大
字
犬
落
瀬
字
堀
切
沢
地
先
か
ら
姉

沼
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

13
砂
土
路
川
の
区
域
の
う
ち
､
五
十
貫
田
川
と
の
合
流
点
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点

ま
で
の
区
域

14
花
切
川
の
区
域
の
う
ち
､
上
北
郡
東
北
町
大
字
上
野
字
北
谷
地
地
先
か
ら
高
瀬
川

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

15
土
場
川
の
区
域
の
う
ち
､
岩
渡
沢
と
の
合
流
点
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の

区
域

16
赤
川
の
区
域
の
う
ち
､
袖
ノ
沢
と
の
合
流
点
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区

域
17
坪
川
の
区
域
の
う
ち
､
上
北
郡
七
戸
町
字
中
天
間
舘
国
有
林
1430林

班
ろ
１
小
班

地
先
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

18
中
野
川
の
区
域
の
う
ち
､
木
戸
沢
と
の
合
流
点
か
ら
坪
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区

域
19
小
坪
川
の
区
域
の
う
ち
､
上
北
郡
七
戸
町
字
東
天
間
舘
国
有
林
1412林

班
る
小
班

地
先
か
ら
坪
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

20
作
田
川
の
区
域
の
う
ち
､
松
ヶ
沢
と
の
合
流
点
か
ら
高
瀬
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の

区
域

21
大
作
沢
川
の
区
域
の
う
ち
､
北
ノ
又
沢
と
の
合
流
点
か
ら
作
田
川
へ
の
合
流
点
ま

で
の
区
域

海
岸

１
六
ケ
所
村
平
沼
地
区
の
む
つ
小
川
原
港
海
岸
の
区
域
(う
ち
､
海
岸
防
災
林
で
あ

る
道
ノ
下
国
有
林
1134林

班
､
1135林

班
の
内
､
民
有
林
36-3林

班
の
内
を
含

む
｡
)

２
三
沢
市
天
ヶ
森
・
砂
森
地
区
の
天
ヶ
森
海
岸
及
び
砂
森
海
岸
の
区
域
(う
ち
､
海

岸
防
災
林
で
あ
る
濱
通
国
有
林
155林

班
の
内
､
民
有
林
2-1林

班
の
内
､
3林
班
の

内
を
含
む
｡
)
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保
全
す
べ
き
森
・
川
・
海
の
環
境
の
特
質
の
概
要

森
林
の
区
域
で
は
､
作
田
川
中
流
域
に
僧
ヶ
杜
県
緑
地
保
全
地
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
｡

高
瀬
川
流
域
の
植
生
は
､
上
流
域
の
八
幡
岳
､
高
森
山
等
の
山
岳
部
に
優
占
し
て
ブ
ナ
群
落
が
分

布
し
､
坪
川
上
流
の
天
間
ダ
ム
周
辺
及
び
大
坪
川
､
小
坪
川
な
ど
の
支
川
の
中
流
部
に
は
ヒ
ノ
キ

ア
ス
ナ
ロ
(ヒ
バ
)
群
落
が
分
布
し
て
い
る
｡
ま
た
､
八
幡
岳
頂
上
付
近
に
は
特
定
植
物
群
落
と

な
っ
て
い
る
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林
及
び
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
林
が
分
布
し
て
い
る
｡
中
流
域
で
は
､
高
瀬

川
､
支
川
作
田
川
､
坪
川
､
支
川
中
野
川
の
周
辺
部
に
は
希
少
種
の
ツ
ル
キ
ケ
マ
ン
､
イ
ヌ
ハ
ギ
､

ホ
ソ
バ
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
や
水
生
植
物
の
ナ
ガ
エ
ミ
ク
リ
が
生
育
し
て
い
る
｡
下
流
域
で
は
､
高
瀬

川
流
入
口
に
は
希
少
種
の
ノ
ダ
イ
オ
ウ
が
､
ま
た
､
両
岸
に
は
ヨ
シ
群
落
や
マ
コ
モ
・
ガ
マ
群
落

が
生
育
し
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
赤
川
河
口
付
近
及
び
土
場
川
上
流
の
岩
渡
沢
合
流
点
に
ミ
ズ
ア
オ

イ
､
ミ
ク
リ
な
ど
の
希
少
な
水
生
植
物
が
生
育
し
て
い
る
｡
小
川
原
湖
な
ど
の
湖
沼
群
で
は
､
マ

リ
モ
､
カ
ワ
ツ
ル
モ
､
シ
ャ
ジ
ク
モ
な
ど
の
水
生
植
物
や
ヨ
シ
群
落
､
ヒ
メ
ガ
マ
群
落
な
ど
が
生

育
し
て
い
る
｡
ま
た
､
仏
沼
の
湿
原
は
希
少
種
の
イ
ヌ
ハ
ギ
や
約
220ヘ

ク
タ
ー
ル
に
生
育
す
る

ヨ
シ
群
落
が
広
が
っ
て
い
る
｡
高
瀬
川
河
口
部
の
干
潟
で
は
､
ヒ
メ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
や
シ
バ
ナ
､
コ

ア
マ
モ
な
ど
の
水
生
植
物
の
塩
沼
湿
地
植
生
群
落
が
生
育
し
て
い
る
｡

鳥
獣
の
生
息
で
は
､
全
域
に
ア
ナ
グ
マ
､
タ
ヌ
キ
､
キ
ツ
ネ
な
ど
の
中
型
哺
乳
類
が
生
息
し
て

い
る
｡
ま
た
､
希
少
哺
乳
類
と
し
て
は
､
作
田
川
中
流
部
に
ニ
ホ
ン
ウ
サ
ギ
コ
ウ
モ
リ
が
､
坪
川

下
流
部
に
は
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
が
生
息
し
て
い
る
｡
鳥
類
で
は
､
小
坪
川
上
流
部
に
ク
マ
タ
カ
､
オ

オ
タ
カ
な
ど
の
猛
禽
類
が
､
坪
川
・
中
野
川
の
中
・
下
流
域
に
は
カ
ワ
セ
ミ
､
ヤ
マ
セ
ミ
な
ど
が

生
息
し
て
い
る
｡
ま
た
､
坪
川
下
流
天
間
舘
橋
付
近
は
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地
と
な
っ
て
い

る
｡
流
域
の
中
心
を
成
す
小
川
原
湖
及
び
内
沼
・
姉
沼
・
田
面
木
沼
・
市
柳
沼
な
ど
の
小
川
原
湖

湖
沼
群
は
､
ガ
ン
・
カ
モ
類
な
ど
の
越
冬
地
・
渡
り
の
中
継
地
と
な
っ
て
い
る
｡
中
で
も
､
か
つ

て
連
結
湖
で
あ
っ
た
仏
沼
は
日
本
で
数
少
な
い
オ
オ
セ
ッ
カ
繁
殖
地
の
最
大
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
､
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
､
平
成
17年
11月
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

の
登
録
湿
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
市
柳
沼
､
田
面
木
沼
は
日
本
で
最
初
に
カ
ン
ム
リ
カ

イ
ツ
ブ
リ
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
､
世
界
の
繁
殖
分
布
の
最
東
端
と
な
っ
て
い
る
｡

さ
ら
に
､
高
瀬
川
河
口
部
干
潟
及
び
海
岸
に
は
､
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
や
カ
モ
メ
類
が
生
息
し
て
い

る
｡河
川
の
区
域
で
は
､
小
川
原
湖
に
流
入
す
る
県
管
理
の
河
川
は
河
口
か
ら
中
流
域
ま
で
概
ね
両

岸
が
護
岸
さ
れ
て
い
る
が
､
高
瀬
川
・
作
田
川
・
坪
川
上
流
部
は
自
然
河
道
で
､
特
に
小
坪
川
の

渓
流
は
ト
チ
ノ
キ
・
サ
ワ
グ
ル
ミ
な
ど
の
渓
畔
林
が
続
く
､
優
れ
た
河
川
景
観
を
呈
し
て
い
る
｡

河
川
流
域
に
生
息
す
る
生
物
は
､
下
流
域
､
高
瀬
川
河
口
に
は
ウ
グ
イ
､
ワ
カ
サ
ギ
､
ヌ
マ
ガ

レ
イ
が
､
河
口
干
潟
で
は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
や
希
少
種
の
メ
ダ
カ
､
イ
ト
ヨ
(降
海
型
)
な
ど
が
生

息
し
て
い
る
｡
小
川
原
湖
に
は
､
シ
ラ
ウ
オ
､
ワ
カ
サ
ギ
､
ウ
ナ
ギ
､
ヌ
マ
ガ
レ
イ
､
カ
ラ
ス
ガ

イ
､
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
｡
ま
た
､
湖
沼
群
の
田
面
木
沼
､
姉
沼
川
河
口
と
古

間
木
川
合
流
点
に
希
少
種
の
ト
ミ
ヨ
(イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
)
が
生
息
し
て
い
る
｡
小
川
原
湖
に
流
入

す
る
河
川
で
は
､
土
場
川
河
口
及
び
上
流
部
に
希
少
種
の
タ
ナ
ゴ
､
ト
ミ
ヨ
(イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
)､

ス
ナ
ヤ
ツ
メ
が
､
赤
川
の
袖
ノ
沢
合
流
点
及
び
石
文
地
先
上
流
部
に
希
少
種
の
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
が
生

息
し
て
い
る
｡

高
瀬
川
で
は
､
河
口
付
近
の
湖
畔
橋
に
希
少
種
の
タ
ナ
ゴ
､
ト
ミ
ヨ
(イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
)､
モ

ノ
ア
ラ
ガ
イ
の
魚
介
類
が
生
息
し
て
い
る
｡
中
流
域
で
は
､
大
林
川
と
の
合
流
点
､
中
野
川
の
市

ノ
渡
川
と
の
合
流
点
､
及
び
坪
川
と
小
坪
川
と
の
合
流
点
に
希
少
種
の
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
が
生
息
し
て

い
る
｡
海
岸
の
区
域
に
は
､
自
然
砂
浜
が
広
が
り
､
シ
ロ
ヨ
モ
ギ
､
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
､
ハ
マ
ニ
ガ
ナ
な

ど
の
海
浜
植
物
の
群
落
が
生
育
し
､
背
後
に
海
岸
防
災
林
が
あ
る
｡

５
４

図
１
高
瀬
川
流
域
と
保
全
地
域
指
定
位
置
図
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保
全
地
域
の
土
地
利
用
､
地
域
文
化
の
概
要

高
瀬
川
流
域
の
土
地
利
用
で
は
､
流
域
の
約
半
数
は
山
地
で
､
主
と
し
て
八
甲
田
山
の
東
裾
に

当
た
る
地
域
で
あ
る
｡
小
川
原
湖
周
辺
の
緩
や
か
な
起
伏
の
大
地
は
､
畑
作
や
畜
産
に
利
用
さ
れ
､

低
地
は
稲
作
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

高
瀬
川
上
流
域
の
和
田
ダ
ム
に
は
､
親
水
公
園
わ
ん
だ
む
ら
ん
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
｡

中
流
域
の
作
田
川
中
流
部
の
鶴
児
平
地
区
に
は
､
県
緑
地
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
東
八

甲
田
家
族
旅
行
村
等
が
､
坪
川
中
流
部
の
天
間
ダ
ム
下
流
に
は
天
間
林
森
林
公
園
が
整
備
さ
れ
て

お
り
､
キ
ャ
ン
プ
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
七
戸
町
市
街
地
を
流
れ
る
高
瀬
川
の
七
戸
橋

上
流
沿
い
河
川
敷
及
び
､
下
流
沿
い
の
昭
和
橋
と
柏
葉
橋
の
区
間
の
河
川
敷
に
は
親
水
の
河
川
公

園
が
整
備
さ
れ
､
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
｡

下
流
域
の
赤
川
中
流
部
､
東
北
町
乙
供
地
区
河
川
敷
に
は
親
水
の
河
川
公
園
が
整
備
さ
れ
､
住

民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
秋
に
は
､
同
河
川
敷
に
お
い
て
日
本
中
央
の
碑
(壺
の

石
文
)
が
建
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
平
安
時
代
の
回
顧
と
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
た
い
ま
つ
祭

(火
祭
り
)
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

小
川
原
湖
湖
畔
に
は
､
小
川
原
湖
公
園
､
わ
か
さ
ぎ
公
園
､
三
沢
市
民
の
森
公
園
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
お
り
､
春
に
は
桜
ま
つ
り
､
夏
に
は
湖
水
ま
つ
り
な
ど
が
開
催
さ
れ
､
湖
水
浴
､
釣
り
､

シ
ジ
ミ
採
り
､
ヨ
ッ
ト
､
森
林
浴
や
冬
季
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な
ど
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
が
訪

れ
る
｡
小
川
原
湖
の
待
手
(マ
テ
)
漁
や
氷
下
曳
(し
が
び
き
)
漁
な
ど
の
伝
統
漁
法
は
高
瀬
川

の
風
物
詩
で
あ
り
､
文
化
的
に
も
重
要
な
漁
法
で
あ
る
｡
隣
接
す
る
仏
沼
の
湿
地
に
は
､
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
後
､
自
然
環
境
に
対
す
る
県
民
の
関
心
が
高
ま
り
､
野
鳥
観
察
な
ど
に
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
る
｡

河
川
区
域
に
お
け
る
魚
類
資
源
保
護
で
は
､
夏
季
､
七
戸
町
と
七
戸
川
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

の
協
働
に
よ
り
､
坪
川
及
び
高
瀬
川
の
本
川
や
支
川
及
び
和
田
ダ
ム
に
お
い
て
地
元
七
戸
町
保
育

園
児
の
ヤ
マ
メ
､
イ
ワ
ナ
の
稚
魚
放
流
体
験
に
よ
る
放
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
小
川
原

湖
及
び
高
瀬
川
下
流
で
は
､
小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
や
六
ケ
所
村
漁
業
協
同
組
合
が
春
季
に
ウ

ナ
ギ
稚
魚
の
放
流
､
秋
季
に
は
高
瀬
川
と
土
場
川
河
口
付
近
に
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
稚
ガ
ニ
の
放
流
､

小
川
原
湖
の
六
ケ
所
村
倉
内
地
区
で
は
シ
ジ
ミ
稚
貝
の
放
流
を
行
い
魚
介
類
資
源
の
保
護
に
努
め

て
い
る
｡

流
域
で
の
主
な
環
境
保
全
活
動
で
は
､
上
流
域
の
和
田
ダ
ム
の
わ
ん
だ
む
ら
ん
ど
に
お
い
て
､

七
戸
山
桜
の
会
に
よ
る
植
樹
活
動
が
､
ま
た
､
み
ち
の
く
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
隊

に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
中
流
域
で
は
､
東
八
甲
田
家
族
旅
行
村
に
お
い
て
県
・
上

北
地
方
林
業
振
興
協
議
会
が
共
催
し
､
上
北
管
内
緑
の
少
年
団
を
対
象
に
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

を
夏
季
に
開
催
し
､
森
林
教
室
な
ど
を
通
し
て
自
然
・
緑
を
守
り
育
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
｡

河
川
の
区
域
で
は
､
高
瀬
川
及
び
作
田
川
中
流
の
七
戸
町
市
街
地
の
国
道
394号

の
宇
道
坂
橋

か
ら
国
道
４
号
の
柏
葉
橋
の
約
1,700ｍ

の
河
川
区
間
に
お
い
て
､
町
民
及
び
町
立
七
戸
中
学
校

生
徒
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
坪
川
中
流
､
坪
川
天
間
舘
橋
付
近
に
お
い
て
､

た
か
せ
が
わ
恵
み
の
会
に
よ
る
ハ
ク
チ
ョ
ウ
と
の
ふ
れ
あ
い
観
察
会
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､

高
瀬
川
､
国
道
４
号
柏
葉
橋
及
び
赤
川
乙
供
橋
付
近
河
川
に
お
い
て
､
高
瀬
川
水
系
水
質
汚
濁
対

策
連
絡
協
議
会
主
催
の
下
､
高
瀬
川
流
域
の
小
学
校
児
童
に
よ
る
水
質
簡
易
調
査
が
行
わ
れ
て
い

る
｡
下
流
域
で
は
､
赤
川
乙
供
橋
の
上
下
流
の
河
川
区
間
に
お
い
て
､
地
元
町
内
会
に
よ
る
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

小
川
原
湖
で
は
､
小
川
原
湖
公
園
湖
畔
沿
い
約
２
㎞
の
区
間
を
東
北
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
り
､

小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
､
地
区
子
供
会
な
ど
団
体
の
参
加
協
力
に
よ
り
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
｡
ま
た
､
花
切
川
河
口
付
近
及
び
上
流
部
の
区
間
に
お
い
て
､
東
北
町
と
小
川
原
湖
漁
業
協

同
組
合
に
よ
り
外
来
水
生
植
物
の
ボ
タ
ン
ウ
キ
ク
サ
の
駆
除
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､

小
川
原
湖
で
は
､
豪
雨
に
よ
り
流
入
河
川
か
ら
漂
着
し
た
ゴ
ミ
に
よ
る
湖
岸
景
観
や
水
環
境
の
悪

６

化
を
防
ぐ
た
め
､
高
瀬
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
と
小
川
原
湖
漁
業
協
同
組
合
の
協
働

に
よ
り
小
川
原
湖
一
斉
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
｡
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
で
は
､
野
外
活
動

と
し
て
小
学
生
を
対
象
に
小
川
原
湖
で
イ
カ
ダ
づ
く
り
や
カ
ヌ
ー
体
験
等
を
行
っ
て
い
る
｡

小
川
原
湖
の
資
源
保
護
活
動
で
は
､
シ
ラ
ウ
オ
や
シ
ジ
ミ
の
魚
介
類
の
資
源
保
護
を
目
的
に
漁

場
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
､
平
成
17年
４
月
小
川
原
湖
漁
場
環
境
保
全
対
策
協
議
会
が
設
立
さ

れ
､
対
策
に
向
け
た
検
討
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
｡

水
環
境
の
保
全
で
は
､
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
高
瀬
川
河
川
事
務
所
が
小
川
原
湖
へ
の

流
入
河
川
の
水
質
悪
化
や
小
川
原
湖
の
富
栄
養
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
､
流
域
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
関
係
機
関
が
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
､

平
成
19年
４
月
に
高
瀬
川
流
域
水
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
､
関
係
団
体
と
の
会
議
を
開
催

し
て
い
る
｡
ま
た
､
小
川
原
湖
の
水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
小
学
生
を
対

象
に
小
川
原
湖
の
生
態
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
､
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
｡

姉
沼
区
域
で
は
､
古
間
木
川
古
間
木
橋
付
近
河
川
に
お
い
て
､
高
瀬
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連

絡
協
議
会
主
催
の
下
､
三
沢
市
立
第
五
中
学
校
生
徒
に
よ
る
水
質
簡
易
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
団
体
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
で
は
､
小
川
原
湖
及
び
仏
沼
湿
地
で
は
､
N
PO
法

人
お
お
せ
っ
か
ら
ん
ど
､
小
川
原
湖
自
然
楽
校
､
財
団
法
人
日
本
野
鳥
の
会
青
森
県
支
部
三
沢
野

鳥
の
会
等
の
団
体
に
よ
る
清
掃
活
動
､
自
然
観
察
会
や
環
境
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､

三
沢
市
教
育
委
員
会
で
は
､
平
成
18年
度
｢仏
沼
案
内
人
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
｣
に
よ
る
案
内

人
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
｡

海
岸
の
区
域
で
は
､
高
瀬
川
放
水
路
河
口
部
及
び
天
ヶ
森
海
岸
な
ど
に
お
い
て
､
N
PO
ミ
サ
ワ
・

シ
ー
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
海
岸
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

５
保
全
の
方
針
そ
の
他
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(１
)
保
全
の
目
標

森
､
川
､
海
は
､
地
域
住
民
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
､
様
々
な
説
話
､
風
俗
習
慣
等
の
地
域

文
化
を
形
成
し
て
き
た
が
､
保
全
地
域
は
､
特
に
流
域
の
特
色
を
有
す
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
､
流
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
そ
の
価
値
を
正
し
く
認
識
し
､
そ
れ
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
と
の
共
生
を
積
極
的
に
図
る
と
い
う
考
え
の
下
に
連
携

し
て
一
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
努
め
る
｡

ま
た
､
森
・
川
・
海
の
保
全
及
び
創
造
に
お
い
て
は
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
す
る

と
い
う
基
本
の
下
に
､
流
域
の
特
質
に
配
慮
し
､
適
切
に
実
施
す
る
｡

こ
の
こ
と
に
よ
り
､
高
瀬
川
流
域
の
森
・
川
・
海
が
､
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
豊
か
で

美
し
い
自
然
に
彩
ら
れ
､
様
々
な
生
物
を
育
み
､
そ
の
中
で
地
域
住
民
が
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
得

な
が
ら
暮
ら
せ
る
特
色
の
あ
る
高
瀬
川
流
域
の
姿
を
実
現
す
る
｡

(２
)
保
全
施
策

上
記
の
目
標
達
成
に
向
け
て
､
次
の
施
策
を
実
施
す
る
｡

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築

保
全
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
､
流
域
の
視
点
か
ら
地
域
住
民
､
事
業
者
､
民
間
団
体
､

関
係
市
町
村
､
国
及
び
県
が
協
力
し
て
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､

高
瀬
川
流
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
｡

イ
定
期
的
な
観
察
・
巡
視
・
調
査
と
適
切
な
管
理

保
全
地
域
を
中
心
に
高
瀬
川
流
域
の
良
好
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
､
定
期
的
な
森
・

７
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川
・
海
の
観
察
・
巡
視
・
調
査
を
行
い
､
適
切
な
管
理
を
行
う
｡

ウ
人
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
合
い
の
場
の
活
用

関
係
機
関
と
連
携
し
､
環
境
学
習
の
場
等
と
し
て
活
用
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
保
全

へ
の
理
解
を
育
む
｡
さ
ら
に
､
地
元
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
各
区
域
で
の
体
験
学
習
等

の
取
り
組
み
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
一
体
的
な
保
全
へ
の
理
解
を
深
め
る
｡

エ
特
定
行
為
に
対
す
る
適
切
な
対
処

特
定
行
為
の
届
出
に
つ
い
て
は
､
内
容
を
的
確
に
把
握
し
､
適
切
な
指
導
・
勧
告
を
通
じ

て
保
全
上
の
適
切
な
方
向
へ
の
誘
導
を
図
る
｡

な
お
､
特
定
行
為
の
届
出
の
適
用
除
外
と
な
る
県
自
然
環
境
保
全
条
例
､
森
林
法
､
河
川

法
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
等
に
お
い
て
は
､
各
法
に
基
づ
く
保
全
上
の
審
査
を
行
い
､

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
｡

オ
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造
の
推
進

創
造
施
策
に
お
い
て
は
､
高
瀬
川
流
域
の
過
去
を
考
察
し
､
多
様
な
生
物
が
生
息
・
生
育

す
る
森
と
川
と
海
の
環
境
を
持
続
可
能
な
状
態
で
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
取
り
組

む
｡

８

第
２
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
つ
い
て
の
施
策
に
関
す
る
事
項

１
清
流
管
理
指
針

保
全
地
域
内
の
河
川
に
お
い
て
､
河
川
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
指
針
､
保
全
施
策

の
た
め
の
指
標
と
す
る
｡

な
お
､
本
指
針
で
は
下
記
の
２
つ
の
方
法
で
管
理
を
行
う
｡

ア
公
共
用
水
域
水
質
測
定

高
瀬
川
で
は
各
観
測
地
点
に
お
い
て
､
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
｣
に
定
め

る
項
目
に
つ
い
て
水
質
測
定
を
国
・
県
が
継
続
的
に
行
う
｡

イ
日
常
的
な
清
流
管
理

地
域
住
民
等
に
よ
り
日
常
的
な
管
理
を
行
う
｡

(１
)
清
流
管
理
の
基
本
的
事
項

ア
管
理
区
間

管
理
区
間
は
､
保
全
地
域
指
定
で
定
め
た
河
川
の
う
ち
下
表
の
地
点
と
す
る
｡

表
２
公
共
用
水
域
測
定
地
点
及
び
日
常
的
清
流
管
理
区
間

９

区
分

管
理
地
点
及
び
区
間

公
共
用
水
域
水
質
測
定

高
瀬
川
河
口

小
川
原
湖
総
合
観
測
所

小
川
原
湖
中
央

姉
沼
川
前
面

姉
沼
橋

砂
土
路
橋

鳥
口
橋

赤
川
橋

上
野
榎
林
橋

大
浦
橋

日
常
的
清
流
管
理

高
瀬
橋
付
近

昭
和
橋
付
近

乙
供
橋
付
近

天
間
舘
橋
付
近
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イ
管
理
内
容

現
在
の
良
好
な
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
､
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
以
下
の

管
理
を
国
､
青
森
県
､
十
和
田
市
､
三
沢
市
､
七
戸
町
､
東
北
町
､
六
戸
町
､
お
い
ら
せ
町
､

六
ケ
所
村
及
び
流
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
｡

保
全
地
域
の
管
理
に
つ
い
て
は
､
継
続
的
に
水
質
や
ゴ
ミ
投
棄
等
の
現
状
把
握
を
実
施
す

る
と
と
も
に
巡
視
等
に
よ
り
管
理
を
行
う
｡

(ア
)
管
理
の
内
容

・
水
質
の
把
握

・
ゴ
ミ
の
投
棄
や
汚
濁
排
水
状
況
の
把
握

・
そ
の
他
河
岸
の
状
況
の
把
握

(イ
)
管
理
の
方
法

参
加
型
・
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
活
用
す
る
ほ
か
､
今
後
の
地
元
協
議
に

よ
り
役
割
分
担
を
行
う
｡

10

図
２
管
理
区
間
位
置
と
公
共
用
水
域
水
質
測
定
地
点

(２
)
清
流
管
理
の
た
め
の
指
標

ア
管
理
指
標
の
設
定

(ア
)
公
共
用
水
域
水
質
測
定

公
共
用
水
域
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基
準
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環

境
基
準
｣
の
５
項
目
(pH
・
B
O
D
(C
O
D
)・
SS・

D
O
・
大
腸
菌
群
数
)
を
指
標
と
す
る
｡

(イ
)
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

目
視
に
よ
る
渇
水
時
の
流
量
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
質

流
水
の
性
状
(透
視
度
､
臭
気
等
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
魚
類

魚
類
の
生
息
状
況
(生
息
範
囲
､
行
動
､
浮
上
死
な
ど
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
生
生
物

別
表
｢水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定
｣
に
示
さ
れ
た
種
を
指
標
と
す
る
｡

イ
管
理
す
べ
き
基
準
値

(ア
)
公
共
用
水
域
水
質
測
定

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
を
満
足
す
る
こ
と

表
３
公
共
用
水
域
水
質
測
定
地
点
と
環
境
基
準

11
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(イ
)
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

渇
水
時
に
瀬
涸
れ
等
が
生
じ
な
い
こ
と
｡

�
水
質

透
視
度
､
臭
気
等
の
異
常
が
な
い
こ
と
｡

�
魚
類

既
存
調
査
で
確
認
さ
れ
た
種
の
生
息
範
囲
や
行
動
に
異
常
が
な
い
こ
と
｡

浮
上
死
等
の
異
常
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
｡

12

�
�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

注
１
：
高
瀬
川
の
上
･中
･下
流
域
区
分
は
､河
川
形
態
に
よ
り
以
下
の
と
お
り
と
し
た
｡

上
流
域
：
和
田
ダ
ム
か
ら
上
流
域

中
流
域
：
和
田
ダ
ム
か
ら
坪
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

下
流
域
：
坪
川
と
の
合
流
点
か
ら
河
口
ま
で
の
区
域

表
４
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定

13

水
質
判
定

指
標
生
物

き
れ
い
な
水

(Ⅰ
)

カ
ワ
ゲ
ラ
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
ヤ
マ
ト
ビ
ケ
ラ

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
ブ
ユ
ア
ミ
カ
サ
ワ
ガ
ニ
ウ
ズ
ム
シ

少
し
き
た
な
い
水

(Ⅱ
)

コ
ガ
タ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
オ
オ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
イ
シ
マ
キ
ガ
イ

カ
ワ
ニ
ナ
ス
ジ
エ
ビ
ワ
カ
サ
ギ
シ
ラ
ウ
オ

き
た
な
い
水

(Ⅲ
)

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
タ
イ
コ
ウ
チ
ミ
ズ
ム
シ
イ
ソ
コ
ツ
ブ
ム
シ

ニ
ホ
ン
ド
ロ
ソ
コ
エ
ビ
タ
ニ
シ
ヒ
ル

大
変
き
た
な
い
水

(Ⅳ
)

セ
ス
ジ
ユ
ス
リ
カ
チ
ョ
ウ
バ
エ
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
サ
カ
マ
キ
ガ
イ

エ
ラ
ミ
ミ
ズ

※
下
線
部
は
､
現
地
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
種
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２
森
・
川
・
海
の
主
要
な
要
素
を
保
護
す
る
た
め
の
事
項

(１
)
森
林
の
区
域

ア
森
林
は
､
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
産
業
・
観
光
・
自
然
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
区
域
の

大
半
を
占
め
る
国
有
林
野
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
森
林
の
公
益
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
な
ど
県
民
参
加
の
植
樹
や
育
樹
を
通
じ
て
｢森
づ
く

り
｣
の
活
動
を
推
進
し
､
地
域
に
開
か
れ
た
適
切
な
森
林
の
保
全
・
育
成
に
努
め
る
｡

イ
植
樹
・
育
樹
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
推
進
を
通
じ
､
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
の
重
要

性
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
､
森
の
保
全
・
育
成
を
担
う
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

人
材
や
担
い
手
の
育
成
を
図
る
｡

ウ
高
瀬
川
流
域
の
優
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､
森
林
保

全
巡
視
員
､
地
域
住
民
等
の
連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

エ
東
八
甲
田
家
族
旅
行
村
等
に
お
い
て
､
地
域
住
民
並
び
に
流
域
外
の
人
々
が
共
に
自
然
と

親
し
み
､
憩
い
や
す
ら
ぐ
場
､
自
然
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用
を
推
進
す
る
｡

(２
)
河
川
の
区
域

ア
中
流
域
か
ら
下
流
域
に
か
け
て
は
､
希
少
種
で
あ
る
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
な
ど
の
清
流
に
生
息
す

る
生
物
が
､
支
流
域
に
は
希
少
種
の
タ
ナ
ゴ
､
ト
ミ
ヨ
(イ
バ
ラ
ト
ミ
ヨ
)､
メ
ダ
カ
な
ど

が
見
ら
れ
る
｡
ま
た
､
小
川
原
湖
湖
沼
群
は
ガ
ン
類
な
ど
の
越
冬
・
渡
り
の
中
継
地
と
な
っ

て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
河
川
等
の
区
域
に
は
､
多
種
多
様
な
生
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と

環
境
守
人
､
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
､
河
川
監
視
員
､
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
､
地
域
住
民
等
と

の
連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

イ
仏
沼
は
国
内
で
も
オ
オ
セ
ッ
カ
の
最
大
の
繁
殖
地
と
し
て
､
ま
た
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
湿
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
ヨ
シ
群

落
を
は
じ
め
現
在
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
､
環
境
保
全
対
策
を
講
じ
て
仏
沼
の
生
態
系
保

全
に
努
め
る
｡

ウ
小
川
原
湖
は
汽
水
・
淡
水
の
豊
富
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
生
態
系
を
有
し
て
い
る

と
と
も
に
､
流
域
水
産
業
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
環
境
を
維
持
す
る

た
め
､
生
態
系
に
配
慮
し
な
が
ら
､
小
川
原
湖
の
水
質
を
保
全
す
る
よ
う
努
め
る
｡

エ
小
川
原
湖
を
は
じ
め
､
周
辺
の
湖
沼
群
は
海
跡
湖
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
平
的
な
広
が
り
を

基
調
と
し
て
お
り
､
周
辺
は
台
地
で
高
い
山
も
な
く
､
特
に
湖
沼
面
と
陸
地
の
バ
ラ
ン
ス
は

高
瀬
川
流
域
を
特
徴
付
け
る
優
れ
た
景
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
湖
沼
の
景
観

を
保
全
す
る
よ
う
に
努
め
る
｡

オ
河
川
環
境
に
関
す
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
定
期
的
に
保
全
地
域
を
中
心
と
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
等
と
の
情
報
交
換
等
に
よ
り
､
自
発
的
な
住
民
参

加
の
も
と
に
環
境
保
全
活
動
や
河
川
清
掃
を
継
続
し
､
良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
努
め
る
｡

カ
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
､
河
川
等
に
生
息
・
生
育
す
る
魚
類
及
び
植
物
の
よ

り
よ
い
生
息
・
生
育
環
境
の
維
持
・
保
全
及
び
河
川
の
美
化
・
水
質
の
向
上
・
維
持
に
努
め

る
｡
ま
た
､
地
元
小
学
校
に
よ
る
水
質
調
査
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
環
境
教
育
活
動
な
ど
に
よ

り
､
河
川
等
の
自
然
環
境
の
保
全
を
推
進
す
る
｡

(３
)
海
岸
の
区
域

ア
行
政
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
､
海
岸
利
用
者
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
､
適
正
な
海
岸
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
､
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
・
協

力
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
図
り
､
美
し
く
快
適
な
海
岸
づ
く
り
を
進
め
る
｡
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イ
太
平
洋
沿
岸
に
は
国
有
及
び
民
有
の
防
風
・
飛
砂
防
備
・
防
潮
等
の
機
能
を
有
す
る
海
岸

防
災
林
が
造
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
公
益
的
機
能
が
持
続
さ
れ
る
よ
う
適
切

な
森
林
の
保
全
・
育
成
に
努
め
る
｡

ウ
高
瀬
川
河
口
部
及
び
放
水
路
河
口
の
海
岸
は
､
多
く
の
野
鳥
の
飛
来
・
生
息
地
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
､
地
域
住
民
に
よ
る
野
鳥
観
察
が
行
わ
れ
､
良
好
な
海
岸
の
環
境
が
保
全
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
る
｡
ま
た
､
希
少
な
野
鳥
が
産
卵
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､

特
に
産
卵
期
に
は
周
辺
の
環
境
に
配
慮
す
る
｡

エ
海
岸
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
､
河
川
及
び
海
岸
へ
の
ゴ
ミ
投
棄
防
止
に
努
め
る
｡

(４
)
全
般
的
な
保
全
施
策

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
取
り
組
み
の
積
極
的
な
推
進

(ア
)
河
川
愛
護
制
度
に
よ
る
清
掃
活
動
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
､
保
全
地
域
を
中
心
に
森
・

川
・
海
で
の
住
民
参
加
・
協
力
に
よ
る
保
全
に
取
り
組
む
｡

(イ
)
流
域
の
小
学
校
に
お
け
る
児
童
に
よ
る
環
境
学
習
と
連
携
し
､
清
流
管
理
指
針
の
水
生

生
物
・
水
質
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
指
標
項

目
調
査
を
行
う
｡

ま
た
､水
質
調
査
活
動
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
､生
活
排
水
対
策
等
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
図
る
｡

(ウ
)
地
域
住
民
等
と
行
政
が
協
働
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
等
を
行
う
な
ど
地
域

住
民
等
に
対
す
る
保
全
計
画
へ
の
理
解
と
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
｡

イ
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
促
進

(ア
)
調
査
研
究
の
推
進
を
図
る
た
め
､
民
間
団
体
等
に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
や
関
係
情
報

の
提
供
等
を
行
う
｡

(イ
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
､
学
習
会
の
開
催
等
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
場
を
提
供
す
る
｡

ウ
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
支
援

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
地
域
住
民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
､
観
察
､
環
境
学
習
等

へ
の
支
援
を
行
う
｡

(５
)
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
資
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り
に
当
た
っ
て
は
､

｢県
民
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
礎
と
な
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
を
守
り
､
こ
れ
を

揺
る
ぎ
な
い
形
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
｣
と
の
条
例
の
理
念
を
尊
重
す
る
｡

森
林
､
河
川
及
び
海
岸
の
一
体
的
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
行
う
際
に
は
､
高
瀬
川
流
域

の
過
去
を
考
察
し
な
が
ら
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
し
､
か
つ
て
の
高
瀬
川
流
域
に

近
づ
く
よ
う
に
次
の
と
お
り
取
り
組
む
｡

ア
も
と
も
と
の
姿
を
参
考
と
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
は
､
人
と
自
然
が
調
和
の
取
れ
た
状
態
で
共
存
し
て
い
る
貴
重

な
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
創
造
す
る
際
に
は
も
と
も
と
の
森
や
川
や
海
の
自
然
の
持
続
力
・

状
態
を
参
考
に
し
､
人
も
含
め
た
生
態
系
の
活
動
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
森
づ
く
り
や
川
づ

く
り
や
海
づ
く
り
を
推
進
す
る
｡

イ
自
然
の
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

(ア
)
森
・
川
・
海
自
身
が
つ
く
る
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
､
多
様
な
形
状
の
保
全
・
復
元

に
努
め
る
｡

(イ
)
海
岸
に
つ
い
て
は
､
沿
岸
域
漂
砂
の
動
向
だ
け
で
な
く
､
山
か
ら
海
ま
で
を
含
め
た
河

川
流
域
と
も
連
携
を
図
り
､
砂
浜
の
保
全
や
回
復
を
図
る
｡

(ウ
)
河
川
の
水
や
土
砂
の
流
れ
の
確
保
に
努
め
る
｡

15



( ) 青 森 県 報平成19年10月26日 金曜日 号外第85号13
ウ
注
目
す
べ
き
生
物
の
保
存
を
確
保
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

希
少
種
や
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
生
物
､
地
域
の
良
好
な
環
境
を
代
表
す
る
生
物
を
含
め

た
生
態
系
を
保
全
す
る
視
点
に
立
っ
た
事
業
実
施
に
努
め
る
｡

エ
地
域
住
民
と
の
対
話
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

高
瀬
川
流
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
・
川
・
海
づ
く
り
を
行
う
に
当
た
っ
て
､
地
域
住
民
等

の
知
見
・
情
報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
や
役
割
分
担
に
よ
り
取
り

組
む
｡

オ
関
係
行
政
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
､
他
の
事
業
者
が
関
連
す
る
整
備
を
行
う
場
合
に
十

分
な
調
整
を
図
る
｡

カ
持
続
可
能
な
森
づ
く
り

中
・
下
流
域
に
存
す
る
育
成
途
上
の
森
林
に
つ
い
て
は
､
間
伐
な
ど
適
正
な
保
育
を
推
進

す
る
と
と
も
に
､
広
葉
樹
の
植
栽
や
複
層
林
へ
の
誘
導
な
ど
多
様
な
森
林
の
造
成
を
図
る
｡

ま
た
､
ヒ
バ
な
ど
を
中
心
と
し
た
天
然
林
に
お
い
て
も
択
伐
施
業
な
ど
に
よ
る
適
切
な
施
業

を
行
い
､
公
益
的
な
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
す
る
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
む
｡

キ
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
川
づ
く
り

(ア
)
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
周
辺
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
｡

(イ
)
河
畔
林
を
保
全
す
る
と
と
も
に
､
連
続
性
の
確
保
に
努
め
､
森
と
川
と
海
を
結
ぶ
回
廊

と
な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
｡

(ウ
)
魚
類
等
の
遡
上
・
降
下
に
影
響
の
あ
る
河
川
横
断
工
作
物
の
改
築
に
当
た
っ
て
は
構
造

を
見
直
し
､
森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
の
確
保
を
図
る
｡

ク
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
海
づ
く
り

(ア
)
海
岸
と
海
域
､
陸
域
､
河
川
な
ど
と
の
空
間
的
な
連
続
性
､
環
境
変
化
の
時
間
的
連
続

性
､
生
息
・
生
育
の
場
や
生
物
の
多
様
性
及
び
変
動
性
に
留
意
す
る
｡

(イ
)
繁
殖
場
､
生
育
場
､
生
息
場
等
に
な
っ
て
い
る
多
様
な
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
そ

の
場
を
構
成
す
る
環
境
要
素
や
場
の
つ
な
が
り
を
適
正
に
維
持
す
る
｡

(ウ
)
海
岸
に
お
い
て
堆
積
砂
を
処
理
す
る
際
に
は
､
侵
食
傾
向
に
あ
る
部
分
へ
運
ぶ
な
ど
､

沿
岸
漂
砂
の
連
続
性
を
確
保
し
､
一
連
の
漂
砂
系
で
安
定
し
た
前
浜
の
確
保
を
図
る
｡

ケ
間
伐
材
を
利
用
し
た
川
づ
く
り

森
林
担
当
部
局
､
河
川
・
砂
防
事
業
担
当
部
局
は
､
お
互
い
に
連
携
し
て
間
伐
材
の
需
給

情
報
を
交
換
し
､
地
域
で
供
給
さ
れ
る
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
｢森
を
育
む
川
づ
く
り
｣
を

推
進
す
る
｡

コ
川
づ
く
り
に
お
け
る
事
業
実
施
後
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

事
業
実
施
後
の
状
況
を
継
続
的
に
調
査
し
､
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
｡

サ
森
・
川
・
海
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

(ア
)
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地
域
住
民
が
森
・
川
・
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
､
自
然
の

す
ば
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
体
験
の
場
､
遊
び
の
場
､
憩
い
・

や
す
ら
ぎ
の
場
､
交
流
の
場
を
創
出
す
る
｡

(イ
)
誰
も
が
安
全
に
川
辺
や
海
辺
に
近
づ
き
､
身
近
に
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
整
備
を
推
進
す
る
｡

(ウ
)
施
設
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
､
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
｡
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３
森
・
川
・
海
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
事
項

(１
)
現
地
で
の
維
持
管
理
内
容

ア
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
巡
視

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
巡
回
ル
ー
ト
及
び
そ
の
巡
視
方
法
・
巡
視
エ
リ
ア
・
巡
視
頻
度
を

設
定
し
､
巡
視
す
る
｡

イ
報
告

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
問
題
発
生
時
に
連
絡
す
る
以
外
に
巡
視
し
た
結
果
を
記
録
し
､
一

月
分
を
ま
と
め
て
県
(河
川
砂
防
課
長
)
に
報
告
す
る
｡

ウ
問
題
発
生
時
の
対
応

問
題
発
生
時
は
､
連
絡
窓
口
か
ら
森
､
川
､
海
の
管
理
担
当
関
係
機
関
及
び
関
係
市
町
村

へ
連
絡
を
行
い
､
管
理
担
当
機
関
等
が
現
場
で
対
応
す
る
｡

(２
)
現
地
管
理
体
制
と
役
割
分
担

４
管
理
上
必
要
な
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

保
全
地
域
標
示
看
板
の
設
置

標
示
看
板
に
は
､
保
全
地
域
の
名
称
､
保
全
地
域
の
範
囲
､
保
全
地
域
の
特
質
及
び
特
定
行
為

の
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
､
必
要
に
応
じ
て
生
息
す
る
生
物
等
の
写
真
等
を
表
示
す
る
｡
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